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基本的な試験の流れ（異物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検体の受領 

 

顕微鏡観察 
 
 
 
 
 
 
 
 

光学顕微鏡 
 

〈微生物，生体組織〉 
 

微生物や動植物の組織構造のほか，デ

ンプン粒，粉末状のセルロースなどの

特徴的な形状を確認することが可能で

す。 

赤外分光分析 
 
 
 
 
 
 
 
 

顕微ﾌｰﾘｴ変換赤外分光光度計 
 

〈有機物〉 
 

異物の主要構成成分を推定することが

可能です。 

元素の定性試験 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｴﾈﾙｷﾞｰ分散型 X 線分析装置 
 

〈無機物〉 
 

異物に含まれる元素の組成を網羅的

に調べることが可能です。 

異物の観察 
 
色調，硬さ，大きさ，厚さ，太さ，凹凸などの 
異物の形状や特徴を把握します。 
観察を行うことで，異物の付着状況(埋まってい

るなど)や発生状況(切削片，元々液体であった

など)を推測できる場合がございます。 
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結果速報 
 

メール又は FAX にて報告書案を送付いたします。 

異物の特定 
 

カビ，酵母，細菌，植物，骨，歯，毛，プラスチック， 

繊維，ゴム，塗料，油，金属，ガラス，鉱物， 

タンパク質，糖質，有機酸など 

さらに，お客様のご要望に応じて 
 

・タンパク質の検索(タンパク質の由来推定) 

・微生物の同定(〇〇属のカビなど) 

・毛の鑑定(人毛か獣毛か推定) 

・DNA 検査 

・各種クロマトによる確認 

・色素の定性 

・電子顕微鏡による観察 

・組織標本の作製及び観察 

などにより詳細な調査を実施いたします。 

https://www.jfrl.or.jp

